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平素より旭川医科⼤学の活動にご⽀援を賜り、厚く御礼申し上げます。私は
本学の次期学⻑予定者の⻄川祐司と申します。就任前で僭越ではございます
が、ご挨拶を申し上げます。

初めに、新型コロナウイルス感染対応をめぐる問題に端を発した本学の混乱
により、皆様⽅に多⼤なご⼼配とご迷惑をおかけしたことを⼼よりお詫び申し
上げます。今後、本学は新しい体制のもと、教職員全員で協⼒し合い、⼤学ガ
バナンスの⽴て直しに向けて努⼒してまいります。建学時の清新な精神に⽴ち
返り、必ずや再び、皆様に愛され、誇りを持っていただける⼤学になるように
いたしますので、皆様⽅には叱咤激励のほどよろしくお願いいたします。

本学の教育理念は、優れた医療⼈および研究者を育成し、地域医療に根ざし
た医療・福祉の向上を⽬指すとともに、国際社会の発展に寄与することです。
これまでも本学の教職員は「医師・看護職者の育成」、「研究の推進」、「地
域医療の充実」のため活動を展開し、教育、研究、診療、社会貢献のいずれの
⾯におきましても成果を上げてまいりました。これもひとえに、皆様⽅のご⽀
援の賜物と存じ、深く感謝申し上げます。

私たちは皆様⽅のご期待に応えるため、今後、⼤学としての機能を向上さ
せ、地域医療に貢献する医療者や研究者の養成拠点としての、そして地域医療
を⽀える中核病院としての役割をより多く担っていきたいと考えております。
さらに、医師の偏在に伴う地域間医療格差や超⾼齢社会など、北海道が直⾯し
ている厳しい課題にも積極的に取り組んでいく所存です。私たちは、地域の皆
様に医療・福祉を通じて、幸せで豊かな⼈⽣を送り続けていただくために努⼒
を惜しみません。

⽣まれ変わった本学における私たちの新たな挑戦を厳しくも暖かく⾒守って
いただければ幸いです。本学の財政基盤を安定化させるため、何卒、「旭川医
科⼤学基⾦」へのご理解とご協⼒をお願い申し上げます。

ご挨拶

旭川医科⼤学では、２００４年４⽉の法⼈化を契機に、未来の教育・研究・
診療の中核となる学⽣や若⼿研究者への⽀援を⾏うことを⽬的として「学術振
興後援資⾦」を設⽴し、募⾦活動及び⽀援事業を⾏ってまいりましたが、創設
後１０数年を経過し，この「学術振興後援資⾦」の内容について⾒直したとこ
ろ、その使途を学⽣や若⼿研究者への⽀援に限定しており、未来を⾒据えた地
域医療に貢献できる医療者や研究者の養成の拠点として、また、地域医療を⽀
える中核病院として、これからの地域医療の発展ためには，今まで以上の幅広
い事業にも対応できるようにすることが肝要と考え、２０１６年１０⽉に「学
術振興後援資⾦」を発展的に改組し、新たな「旭川医科⼤学基⾦」を創設しま
した。

創設後は、２０２０年３⽉までの間に、９，７００万円を超えるご寄附を賜
りました。これもひとえに皆様⽅からのご理解ご協⼒の賜と深く感謝申し上げ
ます。皆様のご寄附は、旭川医科⼤学基⾦運営委員会での審議・検討のもと、
ご寄附の⽬的に沿って、これからの旭川医科⼤学での事業の⽀援に充てていく
こととしております。

今後とも⼀層のご⽀援を賜りますようお願い申し上げます。

旭川医科大学 

次期学長予定者 

  西川 祐司 

旭川医科大学 
基金運営委員会副委員長  

原渕 保明 
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お問い合わせ 

旭川医科⼤学総務課広報基⾦係 
〒078-8510 
北海道旭川市緑が丘東２条１丁⽬１番１号 
電 話：０１６６−６８−２１１８ 
メール：kikin＠asahikawa-med.ac.jp
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